
１．日進地区まちづくり協議会の歩み 

（１）協議会の活動 

 

平成１８年度 平成１９年度 ～ 平成２０年度 平成２１年 

・６月 規約制定 

・１１月住民アンケート実施 

 

・２月アンケート集計・地区 

課題抽出 

 

・３月取り組み課題別部会 

 編成実施 

 

   

 （神戸・真野地区に学ぶ） 

 

・課題解消に取り組む 

 ①にぎわいのある街   ・山白川の地下化と周辺整備 

  づくり        ・ふれあいの場の創設 

 

 ②暮らしやすい街づくり 

   

 

 ③歴史と文化を語る街  ・歴史の発見、史跡の整備 

  づくり        ・袋川沿い「桜土手」を憩いの名所に 

 

 ④防災対策が徹底して  ・自主防災隊の活性化 

  いる街づくり     ・誰にでも分る「防災情報」 

 

 ⑤企画運営部会     ・まちづくり情報誌の発行 

             ・協議会活動の活性化、運営ルール化 

             ・協議会活動資金計画、管理 

・「新協議会発足」 5 月 

主要課題、委員継続 

 

 

 

 

 

                              １ 

・公園の整備と増設 
・街路樹、街灯、花壇整備 
・マンション住民との交流促進 

 



 （２）協議会の成果 

平成１８年度 平成１９年度 ～ 平成２０年度 平成２１年 

・６月 規約制定 

・１１月住民アンケート実施 

 

・２月アンケート集計・地区 

課題抽出 

 ・アンケート集計冊子を地区 

  全世帯に配布（1,600 世帯）

・３月取り組み課題別部会 

 編成実施 

 ・6 部会を設置 

 

 

 

 

 

         

       

 

・課題解消に取り組む 

 ①にぎわいのある街づくり    

・山白川の地下化と周辺整備  ・県、市担当との経過確認 

  ・ふれあいの場の創設     ・地区まつりの開催（2 回） 

 ②暮らしやすい街づくり 

 ・公園の整備と増設      ・現状調査、課題抽出 

  ・街路樹、街灯、花壇整備   ・現状調査 ・モデル箇所花壇 

                  整備実施 

・マンション住民との交流   ・地区内現状調査実施 

促進             マンション住民  2,0６6 戸 

               自治会加入住民  420（2 割）

 ③歴史と文化を語る街づくり  

  ・歴史の発見、史跡の整備   ・橋、寺、地蔵さん等の歴史調査

  ・袋川沿い「桜土手」を憩   ・現状調査 

いの名所に 

 ④防災対策が徹底している街 

づくり 

  ・自主防災隊の活性化     ・具体的課題把握できず 

  ・誰にでも分る「防災情報」  ・日進地区安全マップ作成、｣配布

                  Ｈ21.5 末 

 ⑤企画運営部会 

  ・まちづくり情報誌の発行       ・2 回／年 4 部発行 

  ・協議会活動の活性化、運営ルール化  ・会議開催日の設定 

  ・協議会活動資金計画、管理      ・支援＋資金調達の検討

・「新協議会発足」 5 月 

 主要課題、委員継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（現在の一本橋） 

                              ２ 

 

 （設立総会模様） 



２．新たな「日進地区まちづくり協議会」のスタートは 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ３ 

（１）取り組み課題に成果が上がりつつある。 

（２）「まちづくり」の理念が住民・協議会委員に浸透でき、「これからが期待 

できる」活動グループに成長してきた。 

（３）過去 3 ヵ年に「市役所・岡田先生」等の支援・指導を「無駄にしない」 

活動の継続を実施すべきと考えた。 

（４）協議会委員は、各町内から選抜された方々で、町内の課題に精通した 

メンバーである。 

（５）協議会委員に、「日進地区全域の課題解消」の共通認識が定着してきた。

 との認識の基、前協議会を引き継ぐ事を基本に再スタートする事とした。 



 

３．日進地区まちづくり協議会の活動の基本 

まちづくりの充実及び強化を図る観点から、地区内各種団体及び公民館と   

一体となってまちづくり活動を行う。 

 

４．活動の理念 

        （１）住みよいまちにするために、どのような街にしていくかをみんなで話し合って 

いく場をつくる。 

（２）どのような問題点などがあるか、そのために「何をすればよいか」等について 

みんなでよく話し合い、意見をまとめていく。 

    （３）住民一人ひとりが町内や地区などの抱える問題点を共有して、それを解決する 

        ために取り組みを行う。 

        （４）今、まちがどうなっているのかをみんなが共通の認識を持って、まちの将来像 

           を描いていく。 

                       ４ 

 



５．日進地区まちづくり協議会と地区各種団体との連携イメージ 
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日進地区自治連合会  会 長 ： 松井満洲男 

 

まちづくり協議会 

 

会 長：松井満洲男

副会長：中野 勲 

副会長：貝谷紀夫 

理 事：５ 名 

委 員：５１名
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（地区内各種団体） 

・地区社会福祉協議会 
・人権・同和教育推進協議会 
・民生児童委員協議会 
・健康づくり日進地区推進員 

連絡協議会 
・青少年健全育成日進地区 

協議会 
・交通安全協会日進支部 
・老人クラブ連合会 
・食生活改善推進員会 



６．平成２１年度活動計画内容 

          （活 動 内 容）         （具 体 的 内 容） 

 （１）第一部会  ① 山白川の地下化と周辺整備     ・幅広い署名による「陳情書」の作成 

          ② 地区きんさいまつりの開催     ・地区に定着した「まつり」の継続開催 

 （２）第二部会  ① 公園の整備と増設         ・公園内設備の充実と綺麗な公園つくり 

          ② マンション住民との交流促進    ・自治会加入促進を管理組合と協議 

          ③ 街路樹、街灯、花壇の整備     ・あかるい、安全で、綺麗な通りつくり 

 （３）第三部会  ① 歴史の発見、史跡の整備      ・埋もれた歴史を発掘、冊子にして紹介する 

          ② 袋川沿い桜土手を憩いの名所に   ・桜土手を安全な通り、憩える場所をつくる 

 （４）第四部会  ① 住民の防災意識の改革       ・基本活動の徹底と、講習会等の開催 

          ② 地区内ハザードマップの作成    ・ハザードマップの活用 

 （５）第五部会  ① まちづくり広報誌の発行      ・年２回の発行の実施 

          ② 協議会活動の活性化、運営管理   ・定期会議の開催徹底 

          ③ 協議会資金管理・調達計画     ・支援、調達事業の推進等 

                         ６     


